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構造分子科学専攻

この電荷移動が金属・絶縁体転移を誘起することを
見出し、この現象を解明するための電子模型を提唱
している。1)またNiPc(AsF6)0.5とほぼ同型の構造を持
ちながら異なる電子物性を示すCoPc(AsF6)0.5の電子
構造を解明するために混晶 CoxNi1–xPc(AsF6)0.5の光
物性、電気物性、磁性について系統的な研究を行
なっている。
（２）分子導体の光物性
電子物性を理解する上で物質のバンド構造に関する
知見は欠かせない。我々のグループは実験に基づい
て分子導体の伝導帯の次元性、バンド幅、予想され
るフェルミ面の形状等を調べている。また伝導電子
の遍歴性と電子相関の関係を遠赤外反射分光法で、
電荷整列現象を赤外・ラマン分光法で研究している。
多くの共同研究者と協力しながら、①金属的な性質
を示すDMTSA-BF4とその関連物質の金属性の解明、2)

②安定な金属をつくるBDT-TTP塩とBEDO-TTF塩
のバンド構造、3) ③θ型構造をもつBDT-TTPおよび
BEDT-TTF 塩における電荷整列相転移の機構解明、
といった課題を研究している。
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　分子性導体の研究は我が国で生まれた有機半導体
の研究に端を発するが、１９７０年代に飛躍を遂げて以
来、有機超伝導をはじめとする大きな成果が得られ
ている魅力あふれる分野である。この研究の面白さ
は分子の個性を集合体の物性へ如何に反映させるか
というところにあり、これまでに積み上げられた分
子設計上の指導原理に基づく物質開発や、その指導
原理の枠を越える新しい物質の開発を目指す研究が
行われている。
　物質開発を行うには物質の合成と物性の解明とい
う車の両輪が必要である。我々の研究グループは後
者の物性解明に重きをおきながら、物質
合成グループとの共同研究を通して、新
しい物質を探査する事を行っている。主
な研究手法としては分光学的方法を用い
ており、顕微分光法を用いる紫外から赤
外の偏光反射吸収分光法、遠赤外反射分
光法、顕微ラマン分光法を用いている。
その他、電気抵抗、熱電能、比熱、ＥＳ
Ｒ、静磁化率の測定も併用して以下のよ
うな課題の研究を実施している。
（１）π－ｄ電子系の研究
金属フタロシアニン一次元導体は遷移金
属の 3d バンドと環状配位子のπバンド
が近接した２バンド電子系であるため
に、単一πバンドの分子導体とは異なる
新しい物性を示す。我々は高圧をかける
ことによってNiPc(AsF6)0.5 の 3d バンド
からπバンドへ電荷が移動することまた

二次元分子導体BO2Cl(H2O)3 における反射率とプラズモンの観測。二
次元伝導面と傾斜した結晶面では通常は光で観測できないはずのプラズ
モン(矢印)を捕らえることができる。挿入図は結晶の外形と寸法である。


